
第
五
十
九
回
青
少
年
読
書
感
想
文
愛
知
県
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
要
項 

 
 

 
 

 
 

 

（
勤
労
青
少
年
の
部
） 

   
 

読
書
感
想
文
愛
知
県
コ
ン
ク
ー
ル
は
本
年
で
第
五
十
九
回
を
迎

え
、
応
募
作
品
数
は
年
毎
に
増
加
し
、
読
書
の
深
化
と
ひ
ろ
が
り
を

見
せ
て
お
り
ま
す
。 

 

本
年
も
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
環
と
し
て
、
県
内
の
勤
労
青
少
年

か
ら
次
の
要
項
の
通
り
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

一
、
主
催 

毎
日
新
聞
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
県
学
校
図
書
館
研
究
会 

 

二
、
後
援 

 

愛
知
県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
県
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
図
書
館
協
会 

 

三
、
目
的 

本
県
勤
労
青
少
年
の
読
書
活
動
の
普
及
に
寄
与
す
る
。 

 

四
、
応
募
資
格 

 
 

 
 

満
二
十
歳
（
平
成
五
年
四
月
二
日
以
降
出
生
）
ま
で
。 

 
 

 

（
た
だ
し
、
定
時
制
高
校
生
は
高
等
学
校
の
部
で
も
、
応
募 

 
 

 
 

で
き
ま
す
） 

 

五
、
対
象
図
書 

 

⑴ 

自
由
に
選
ん
だ
図
書
。 

 

⑵ 

対
象
図
書
は
す
べ
て
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
図
書
に
限
る
。 

 
 

※
教
科
書
、
副
読
本
、
読
書
会
用
テ
キ
ス
ト
類
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
、
雑
誌
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
は
対
象
と
し
な
い
。
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
（
本
文
四
九
ペ
ー
ジ
以
上
の
も
の
）
は
対
象
と
し
ま
す
。 

 

六
、
用
紙
・
字
数 

 

⑴ 

原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
縦
書
き
で
自
筆
す
る
。 

 

⑵ 

二
、
〇
〇
〇
字
以
内
。
句
点
、
読
点
は
一
字
に
数
え
る
。 

   

 

七
、
応
募
作
品 

 
 
 

⑴ 

応
募
作
品
は
一
人
一
点
に
限
り
、
未
発
表
の
も
の
で
、
自
ら
感

じ
た
こ
と
を
自
筆
で
綴
る
こ
と
。
（
コ
ピ
ー
は
不
可
、
自
筆
不

可
能
の
場
合
は
理
由
を
添
え
て
く
だ
さ
い
） 

 
 
 
 
 

な
お
、
会
社
、
団
体
よ
り
ま
と
め
て
応
募
す
る
場
合
は
十
五
点

以
内
と
す
る
。 

 
 

⑵ 

応
募
作
品
は
、
理
由
を
問
わ
ず
返
さ
な
い
。 

 
 

（
応
募
作
品
の
著
作
権
、
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
） 

 
 

⑶ 

作
品
に
は
、
勤
務
先
、
氏
名
を
記
入
し
な
い
。 

 

八
、
注
意
事
項 

 
 

作
品
を
提
出
す
る
際
は
、
左
記
様
式
の
応
募
票
に
必
要
事
項
を

書
き
入
れ
、
必
ず
作
品
の
一
番
上
に
添
付
し
、
右
肩
を
と
じ
る
。 

 

九
、
送
り
先
と
締
切
日 

 
 
 
 

九
月
三
〇
日
（
月
）
ま
で
に
、
名
古
屋
市
立
緑
高
等
学
校
あ
て
、

郵
送
す
る
こ
と
。 

 

十
、
表
彰
及
び
入
賞
発
表 

 
（
一
）
愛
知
県
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 
 
 

⑴ 

入
賞
区
分 

 
 

 
最
優
秀
作
品 

愛
知
県
知
事
賞
・
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞 

 
 

 
優
秀
作
品 

 

毎
日
新
聞
社
奨
励
賞
・
愛
知
図
書
館
協
会
賞 

 
 

 

優
良
作
品 

 

優
良
賞 

 
 
 

 

⑵ 
発 
表 

 
 

 

「
毎
日
新
聞
」
紙
上
（
平
成
二
十
六
年
二
月
） 

 

（
二
）
全
国
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 

前
記
の
上
位
入
賞
作
品
三
編
を
送
付
す
る
。
表
彰
式
は
平
成

二
十
六
年
二
月
上
旬
、
入
賞
者
を
招
待
し
て
東
京
で
行
う
。 

 
 

 

入
賞
者
は
「
毎
日
新
聞
」
紙
上(

平
成
二
十
六
年
二
月)

に
て

発
表
及
び
本
人
あ
て
に
通
知
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

切 
 

 

り 
 

 
 

取 
 

 
 

り 
 

 
 

線 

  

 第 59 回青少年読書感想文                
 愛 知 県 コンクール 
 
 
  題  名 
 
 
 勤 務 先 
  
 
          (〒   －    ） 
  勤務先の 
  所 在 地 
                
 
 職   業 
 
 
          (〒   －    ） 
 現 住 所 
 
               〔電話      （    ）             〕 
 
 生年月日 
 ・年齢 
 

 
  平成    年   月   日生         
  
                   （    ）歳 

 
 男 
 ・ 
 女 

 
 ふりがな 
 氏   名 
 
 
 
読 
 
 
ん 
 
 
だ 
 
本 
 

 
  著編者 
 訳 者 
  原作者 
 
 書 名 
 
 
  シリーズ名 
  文 庫 名 
 
 発行所 

 
 発行年・本体価格 
  判型・ページ数 
 

 
発
行
年 

 
 
 
    年 

 
本体

価格 
 

 
 
 
    円 

 
判
型 
 

 
タ 
テ 
   ㎝ 

 
項
数 
 

 
 
 
ﾍﾟｰｼﾞ 

 
感想文執筆に際し参 
考にした資料の有無 
 

 
１．有 
(参考にした資料名を具体的に記入してください) 
 

 
２． 
 無 
 

※わかりやすく楷書で書いて作品の上に添付してください。 
※男・女は該当文字を○で囲んでください。 
※応募票が不足の時は、これと同じものを複製してください。 
 
※応募作品はお返ししませんので、写しの必要な方は、あらかじめコピ 
ーをお取りください。 


